
県内で発生した牛流行熱の病性鑑定事例 

 

家畜衛生試験場 

○友知 久幸  渡嘉敷 美波 

 

【背景と目的】 

牛流行熱（BEF）はアルボウイルスである牛流行熱ウイ

ルス（BEFV）によって起こる牛と水牛の急性感染症であり、

日本では届出伝染病に指定されている（図 1）。本県では

八重山地域で過去に 7 度（1976、1989、2001、2004、2012、

2015、2019 年）BEF の発生があり、周辺諸国における発

生との関連性が示唆されてきた（図 2）。2024 年 5 月、5 年

ぶりに与那国島で BEF の発生が確認されたのでその概

要を報告する。 
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【発生概要】 

2024 年 5 月 27 日に与那国町の肉用牛繁殖農場 1 戸

で発熱・鼻汁・前肢関節痛等の症状を呈する牛が確認さ

れ、その後 6 月下旬までに与那国島のほぼ全ての農場で

同様の症状が確認された。当場ではそのうち初発を含め

計 5 例について病性鑑定を実施（図 3）。 
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【材料と方法】 

（1） 病性鑑定：遺伝子検査は、発症牛 16 頭（A 農場 6

頭、B 農場 1 頭、C 農場 6 頭、D 農場 2 頭、E 農場

1 頭）および同居牛 17 頭の EDTA 加血液を用い

BEFV の RT-PCR 法を実施。抗体検査は前後血清

を用い、BEFV に対する中和試験を実施。ウイルス

分離はヘパリン加血液を用い、HmLu-1、BHK-21

で静置培養および回転培養（37℃、3 代継代）を実

施。 

（2） 遺伝子解析（動物衛生研究部門へ依頼）：EDTA 加

血から抽出した RNA を用い、G 遺伝子を標的とした

RT-PCR 法を実施し、得られた塩基配列を基に分

子系統樹解析を実施。 

（3） 流跡線解析（動物衛生研究部門へ依頼）：BEF 発生

前の与那国島への大気の流れを解析（図 4）。 
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【結果】 

（1） 病性鑑定：遺伝子検査で発症牛6 頭（A 農場1 頭、

B 農場 0 頭、C 農場 3 頭、D 農場 1 頭、E 農場 1

頭）よりBEFV特異遺伝子を検出。抗体検査では全

ての発症牛で中和抗体価が高値であり、発症牛だ

けでなく未発症牛においても抗体価の上昇が確認

された個体もいた。ウイルス分離では E 農場の発

症牛 1 頭で BEFV を分離。以上の結果より遺伝子

検査陽性、抗体価の有意上昇（ワクチン未接種牛

に限る）が確認された牛について牛流行熱と診断

（図 5）。 
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（2） 遺伝子解析：沖縄で分離された株は異なる 3 つの

クラスターに分類された。2019 年の沖縄株は 2001

年、2004 年、2012 年の沖縄株と同じクラスターに

分類され、2012 年の沖縄分離株と最も近縁で、塩

基配列の相同性は 98.76%であった（図 6）。 
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（3） 流跡線解析：5 月の 1 週目に台湾全土から与那国

への大気の移入を確認（図 7,8）。 
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【まとめと考察】 

5 年ぶりに 2024 年 5 月に与那国島で BEF 疑い事例があ

り、その後島内全土に感染が拡大し 6 月下旬まで発生が

続いた。島内全戸にてワクチン接種を実施し 7 月以降は

農家からの通報は無く発生は落ち着いている。母牛群の

免疫を得るためには、流行前にワクチン接種を行うよう指

導する必要がある。また、流跡線解析より初発事例前に台

湾から与那国島へ大気の移入が確認されたことから、台

湾での発生との関連性が高いことが示唆された（図 8）。 
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